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研究成果の概要（和文）：本研究では、未開拓の研究領域である有機π電子系に基づく新しいナノ集積体の構築・ナノ
サイズ効果・ナノ物性の発現を調べ、さらに、ナノ集積体をマテリアルサイエンスの鍵物質として利用することを目的
として研究を進めた。具体的には、大きな共役π電子系化合物を用いる共役ナノドット、ナノファイバーなどのソフト
構造体の構築とそれらのハード材料への接合の制御、電導性－光物性という複合機能を持ったナノ集積体の構築、およ
び、ナノ集積体のモルフォロジーを制御することによる分子スイッチ系の構築である。これらの３つの課題に関しては
、それぞれの研究の基礎となる分子を構築し、さらにそれらの機能材料としての物性評価を行った。

研究成果の概要（英文）：In this project, we have developed a new concept for the construction of organic 
supramolecular nanoassembly and prepared key organic pi-electron systems for the studies on their 
multifunctional properties. We have successfully synthesized a series of giant conjugated macrocycles and 
constructed their self-assembled nanostructures. The most remarkable properties were obtained from 
pi-expanded macrocyclic oligothiophene 6-mer and 8-mer. The 6-mer showed a thermally reversible 
polymorphism, which was applied to either fluorescence switching or switching of field effect transistor 
(FET) activity and electrical conductivity. The 8-mer formed a Saturn-like complex with C60 in the solid 
state, and this complex exhibited repeatable and stable instantaneous response of photocurrent.

研究分野：化学
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１．研究開始当初の背景 
近年、ナノスケールの構造体に関する研究

が急速に発展している。このようなナノ構造
体は、通常の結晶と比べて非常に大きな比表
面積を持ち、さらに微粒子とは異なりその分
子配列が制御されているので、これまでに知
られている有機材料には無い優れた特徴を
持つ。さらに、ナノスケールの構造体は、量
子効果により制御されているので効率よく
機能が発現でき、省エネルギー効果も大きい。
本研究を開始する段階では、ボトムアップ手
法によるナノ構造体の形成の重要性が叫ば
れていたが、その研究は進んでいなかったの
で、本研究はナノスケールの構造体の研究に
大きく寄与したものと考える。 

 
２．研究の目的 
申請者らは、有機共役π電子系材料および

その有機金属化合物とのハイブリッド材料
を用いて、これまでに新しい超分子機能材料
の開発を行ってきた。また、申請者らは、ナ
ノサイズの非常に大きな分子を合成して、そ
の単分子としての機能および超分子会合体
のナノ材料としての特性を研究してきた。本
研究は、申請者らがこれまでに研究してきた
有機π電子系を使って新しいナノ集積体を
合成し、その大きな比表面積とナノサイズ効
果および超分子配列を使って新しいナノ物
性を発現させると共に、ナノ集積体をマテリ
アルサイエンスの鍵物質として利用する基
礎を築くことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
本研究は、大きな共役π電子系化合物およ

び巨大環状共役化合物を用いる共役ナノロ
ッド、ナノファイバーなどのソフト構造体の
構築とそれらのハード材料への接合の制御
である。申請者らの共役π電子系は、イオウ
などの多数のヘテロ原子を含み、金属との接
合制御がしやすく、また酸化還元特性も示す
ので、中性およびカチオンラジカル状態とい
った多次元での機能性を示す。そこで、これ
らのへテロπ電子系を用いて絶縁被膜で被
われた“分子導線”や“量子細線”の構築、
および導電性―光物性という複合機能を持
ったナノ構造体の構築を行い、そのナノ物性
の有機化学的制御を検討した。また、非常に
大きな共役分子リングは、量子効果によって
低温で永久電流の誘起を示すことが理論的
に予測されているので、その実験的な検証も
検討する予定である。 
 
４．研究成果 
(1) 多機能性拡張大環状オリゴチオフェン6
量体 6T4A・9 量体 9T6A の創製と機能 
 大環状オリゴチオフェン 6T4A と 9T6A を
酸化すると、6T4A からは Hückel 則を満たす
安定な 34πカチオンが生成したが、9T6A か
らは Hückel 則が成立しないビラジカル型 52
πジ(ラジカルカチオン) が生成した。このよ

うなジ(ラジカルカチオン)には、大きな二光
子吸収特性、電導性、および磁性が期待でき
るので、それらを調べた。また、比較的小さ
な空孔を持つ 6T4A がポリモルフィズムを示
し、分子スイッチとして使用できることを見
出した。アモルファス状態 2A は低い電導性
と高い蛍光発光を示すが、ラメラ構造 2L で
は、高い電導性、大きな FET 特性、低い蛍光
特性と蛍光の長波長シフトを示した。これら
の変換は熱的に可逆であり、優れた ON/OFF
特性を持つ。 

 

(2) 多機能性拡張大環状オリゴチオフェン8
量体 8T6A の創製と機能 

8T6A の二種類の異性体はフォトクロミズ
ムを示すが、この可逆性を STM によって観
察できることを明らかにした。また、
E,E-8T6A はその環構造を反映して自己集積
化しやすく、単結晶・チューブ・ファイバー
等のモルフォロジーの異なる構造体を作る
が、Z,Z-8T6A はアモルファス固体のみを与え、
さらに、このアモルファス固体がフォトクロ
ミズムを示すことを明らかにした。 
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(3) 土星型大環状オリゴチオフェン・C60錯体
の創製とその光電変換特性 
 E,E-8T6A はその環内にフラーレンを取り
込んで土星型錯体を形成する。有機π電子系
がフラーレン錯体を形成する場合は、通常、
そのπ平面で内包した錯体を形成するが、今
回の錯体は、チオフェンのイオウ原子でフラ
ーレンを取り込んだ構造をとっている点が



特徴的である。そこで、E,E-8T6A・C60 錯体
の機能を調べたところ、単結晶、微細キュー
ブ構造、ナノロッドなどの異なるモルフォロ
ジーの全てが光電変換特性および FET 特性
を示すことを明らにした。 
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(4) 巨大環状オリゴチオフェンの創製と機能 
 ナノスケールの巨大環状オリゴチオフェ
ンの機能を系統的に調べたところ、12T10A、
18T15A、24T20T、30T25A の順に大きな二光
子吸収を示し、30T25A では 10 万 GM 以上の
値を示した。また、18T15A と 30T25A の光
励起とその励起状態の挙動を比べることに
よって、30T25A が天然の光捕集系に類似し
ていることを明らかにした。 

 
(5) 大環状オリゴフェニレン・フラーレン錯
体の創製とその超分子挙動 
 大環状ペンタデカフェニレンは、溶液中で
1 対 1 C60包接錯体を生成するが、固体中では
2 対 1 サンドイッチ型 C60錯体を形成した。
この 2 対 1 錯体の特徴としては、低濃度でト
ルエンをゲル化し、また、ゲル中のラメラ型
ナノ構造体の間に C60 がインターカレーショ
ンして、最終的に 1 対 1 C60錯体を作ること
である。このような 2 段階での C60の取り込
みとナノ構造体の形成はこれまでに知られ
ていない。 

2:1 15Ph C60 fiber

1:1 15Ph C60 fiber

15Ph-C60-15Ph

40.9 Å

41.4 Å

68.8o

68.4o

44.5Å

 

 以上、5 年間の研究を通して、申請書に記

載した研究計画のほとんどを実現すると共
に、大環状分子の C60 錯体に代表されるよう
に、特異な土星型構造およびサンドイッチ錯
体への C60 のインターカレーションという予
想を超えた発見と興味深い知見を得ること
ができた。 
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